
も
宜
し
く

お
願
い
し

た
い
。
と

嬉
し
い
お

言
葉
を
頂

い
た
。 

  

   
 

●
●
●
顧
問
よ
り
、
安
全
だ
よ
り
は

「
奉
仕
団
の
宝
の
一
つ
、
１
１
２
号

に
は
２
８
年
間
の
活
動
の
記
録
が

積
み
重
ね
ら
れ
残
っ
て
い
る
。
安
全

奉
が
生
き
て
い
る
限
り
、
安
全
だ
よ

り
は
共
に
生
き
る
不
滅
な
も
の
」
と

安
全
だ
よ
り
の
大
切
さ
、
そ
し
て
記

念
す
べ
き
第1

号
は
、
実
は
●
●
●

顧
問
が
広
報
部
長
に
就
任
し
た
平

成
元
年
９
月
の
発
行
だ
っ
た
事
、
委

員
長
に
退
団
願
い
を
却
下
さ
れ
た

事
を
、
総
会
の
緊
張
し
た
空
気
を
和

ま
せ
な
が
ら
、
話
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。 ●

●
●
●
顧
問
よ
り
、
一
泊
研
修

は
凄
く
楽
し
い
会
だ
が
参
加
が
少

な
く
残
念
な
事
。
勉
強
会
も
含
め
、

色
々
な
会
に
積
極
的
に
出
て
頂
き

た
い
事
。
事
業
部
長
の
話
に
つ
い

て
、
最
近
の
指
導
員
は
「
自
分
は
講

習
で
、
こ
う
指
導
を
受
け
た
」
と
主

張
す
る
。
と
よ
く
聞
く
が
、
経
験
が

あ
る
指
導
員
の
方
の
経
験
に
基
づ

い
た
行
動
な
ど
を
見
て
学
ん
で
欲 

年
度
初
め
は
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
と
決

ま
っ
て
い
た
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
赤
十
字
フ
ェ
ス
タ

が
「
み
な
と
み
ら
い
」
の
マ
ー
ク
イ
ズ

で
５
月
１
３
日
と
１
４
日
に
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
に
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
参

加
し
た
団
員
の
皆
さ
ん
も
他
の
ブ
ー
ス

体
験
や
ら
抽
選
会
で
当
た
り
が
貰
え
た

り
楽
し
い
ボ
ラ
に
な
っ
た
よ
う
で
、
例

年
と
は
違
っ
た
１
年
の
始
ま
り
を
予
感

す
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。 

４
月
か
ら
新
団
員
が
３
人
仲
間
入
り

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

社
会
全
体

で
人
手
不
足

が
挨
拶
言
葉

に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
風

潮
が
あ
り
ま

す
が
、
奉
仕

団
の
世
界
も

同
じ
課
題
を

か
か
え
て
お

り
、
今
回
、 
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◆
平
成
２
９
年
度
の
活
動
に
あ
た
っ
て 

 

委
員
長 

赤
澤
精
二 

 

４
月
２
３
日
（
日
）
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
実
は
私
が
役
員
に
な
っ
て
か

ら
、
朝
は
雨
で
も
、
総
会
が
始
ま
る
こ

ろ
に
は
日
が
差
す
と
い
う
、
お
天
道
様

も
見
た
い
の
か
な
？
と
思
え
る
ほ
ど
、

毎
年
、
明
る
い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
中

で
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
さ
て
今
年
は
…

絶
好
の
総
会
日
和
？
良
い
天
気
で
し

た
。 団

員
総
数
５
５
名
、
出
席
者
２
５

名
、
委
任
状
２
３
名
で
過
半
数
を
超
え

て
い
る
の
で
総
会
成
立
。 

委
員
長
の
挨
拶
で
２
８
年
度
の
活

動
協
力
に
つ
い
て
の
感
謝
と
、
今
年
度

も
団
が
よ
り
発
展
す
る
様
、
ご
協
力
頂

き
た
い
。
と
話
さ
れ
た
。 

来
賓
挨
拶
で
事
業
部
長
の
大
竹
様

よ
り
、
山
本
佑
幸
さ
ん
の
話
「
仕
事
は

一
生
懸
命
や
る
の
は
当
た
り
前
。
頑
張

る
の
も
当
た
り
前
。
気
持
ち
を
１
個
つ

け
加
え
る
事
が
大
切
」
事
務
処
理
だ
け

で
な
く
、
気
持
ち
も
引
継
ぐ
職
員
の
育

成
が
し
た
い
事
、
安
全
奉
は
一
番
頼
り

に
し
て
い
る
奉
仕
団
、
こ
れ
か
ら 

◆
平
成
二
九
年
度
総
会
報
告 

 
 
 
 

 
 

 

事業部長の大竹様 

委員長挨拶！！ 
 

２９年度 

キャッチフレーズ 

 

入
団
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
を
迎
え
、
天

に
も
昇
る
思
い
で
喜
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
ご
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て

様
々
な
活
動
に
楽
し
く
参
加
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

２
８
年
度
か
ら
団
表
彰
を
行
い
５
人
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
２
９
年
度
は
活

動
も
増
え
て
き
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
表

彰
対
象
と
な
る
方
も
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

団
員
の
皆
さ
ん
が
様
々
な
活
動
に
参
加

で
き
る
環
境
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
要
望
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
役
員
等
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。 

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 



  
 

 

・「
健
康
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
毎
年
増

加
。
参
加
普
及
員
数
４
１
回
、
延

べ
１
６
９
名
（
Ｈ
２
７
度
３
６
回

で
１
２
２
名
）
平
日
に
活
動
で
き

る
人
が
限
ら
れ
て
い
る
。
時
間
を

見
つ
け
参
加
し
て
欲
し
い
。 

・「
い
つ
も
こ
こ
に
安
心
を
」
支
部
よ

り
受
講
生
の
数
に
あ
っ
た
指
導
員

数
と
い
う
事
で
調
整
。
人
気
の
活

動
で
希
望
に
沿
え
な
い
事
が
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
○
が
優
先
、

不
足
時
に
△
に
依
頼
。
参
加
指
導

員
数
３
６
回
１
２
１
名
（
Ｈ
２
７

度
３
５
回
１
３
８
名
） 

○
平
成
２
８
年
度 

決
算
報
告 

・
収
入
の
部
、
昨
年
度
よ
り
交
通
費

の
助
成
１
万
円
の
増
額
。 

・
支
出
の
部
、
協
力
頂
き
節
約
に
努

め
た
。 

○
平
成
２
８
年
度 

会
計
監
査
報
告 

・
適
正
か
つ
正
確
。 

○
平
成
２
９
年
度 
役
員
紹
介 

・
●
●
●
●
さ
ん
が
家
庭
の
事
情
で

退
任
、
●
●
●
●
さ
ん
に
依
頼
。 

・
新
団
員
の
紹
介 

○
平
成
２
９
年
度 

基
本
方
針 

・
基
本
方
針
は
、
大
ま
か
に
変
わ
ら

な
い
。 

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
毎
年
変

え
た
形
で
披
露
。
今
年
は
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
に
神
っ
て
頂
き
た
い
と
の

願
い
を
込
め 

「
あ
な
た
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
‼ 

神
っ
て
る
奉
仕
活
動
‼
」 

○
平
成
２
９
年
度 

活
動
計
画 

 

・
資
格
継
続
研
修
は
、
受
講
者
が
集

ま
ら
な
い
為
、
救
急
法
、
幼
児
安

全
法
健
康
・
生
活
支
援
講
習
の
養

成
講
習
を
各
２
回
ず
つ
開
催
Ｊ
Ｒ

さ
ん
の
都
合
で
日
程
変
更
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
○
の
人
に
は
個
別
に
調

整 ①
７
月
６
日→

７
月
１
３
日 

②
１
０
月
４
日→

１
０
月
６
日 

③
１
１
月
９
日→

１
２
月
７
日 

・
中
級
研
修
会
の
日
程
、
９
月
６
日

→

９
月
５
日
。
個
別
に
確
認
中
。 

・
勉
強
会
は
５
回
企
画
、
終
わ
り
の

２
回
は
団
員
リ
ク
エ
ス
ト
の
た

め
、
内
容
は
未
定
。 

○
平
成
２
９
年
度 

予
算 

・
収
入
の
部
：
団
員
が
増
員
し
て
い

る
が
、
予
算
は
こ
の
ま
ま
で
、
決

算
の
時
に
修
正
額
を
提
示
。 

・
備
品
費
を
毎
年
計
上
し
て
い
た
が
、

特
に
使
わ
れ
ず
。
改
め
て
役
員
会

の
中
で
検
討
と
い
う
事
で
０
円
。 

○
団
規
約
改
訂
に
つ
い
て 

・
総
会
資
料
の
（
案
）
と
「
団
規
約

の
見
直
し
に
つ
い
て
」
の
説
明
資

料
も
両
方
使
い
説
明
。 

・
３
４
年
前
に
施
行
さ
れ
、
幾
度
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
ツ
ギ
ハ
ギ
状

態
で
、
条
文
間
で
齟
齬
が
生
じ
て

い
た
り
、
現
在
の
活
動
に
そ
ぐ
わ

な
い
所
も
あ
り
、
役
員
会
で
見
直

し
を
行
う
。 

・
留
意
し
た
点
と
し
て
、 

①
赤
十
字
の
基
本
原
則
、
県
支
部
等

の
上
位
例
規
が
定
め
る
範
囲
内
で

規
定
。 

●
●
●
●
顧
問
よ
り
、
奉
仕
団
と
し
て

大
切
な
活
動
の
継
続
、
支
部
と
の
連
携

強
化
は
、
盛
り
沢
山
の
活
動
報
告
で
分

か
る
。
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
、
若
い
人

達
が
一
丸
と
な
り
、
活
動
す
る
場
を
広

げ
る
事
で
、
団
の
活
動
が
発
展
す
る
と

思
う
。
ま
た
、
支
部
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
、
内
容
の
あ
る
活
動
が
出
来
る
様
、

協
力
し
て
欲
し
い
。
と
話
さ
れ
た
。 

今
年
の
議
長
は
●
●
●
●
さ
ん
。
と

て
も
穏
や
か
に
議
事
が
進
み
ま
し
た
。 

  

○
平
成
２
８
年
度 

活
動
報
告 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
通
り
、
活
動
報
告
通

り
に
終
了
。
延
べ
４
８
１
名
が
参

加
（
Ｈ
２
７
度
４
３
０
名
） 

・
健
康
生
活
支
援
講
習
指
導
員
講
習

に
伴
い
、
Ｇ
Ｗ
の
講
習
を
健
康
生

活
支
援
講
習
に
変
更
。 

・
勉
強
会
は
、
９
回
＋
防
災
の
勉
強

会
を
実
施
（
Ｈ
２
７
度
５
回
＋
競

技
会
練
習
） 

し
い
。
私
達

は
、
よ
く
先

輩
の
講
習
に

付
い
て
行
き

習
っ
た
が
、

今
は
無
い
気

が
す
る
。
そ

の
辺
り
も
含

め
育
成
し
て

頂
き
た
い

と
、
話
さ
れ

た
。 

②
役
員
全
員
参
加
で
協
議
、
検
討

を
基
本
と
し
て
改
正
案
を
作
成
。 

③
団
が
自
立
し
て
、
民
主
的
に
運

営
が
担
保
で
き
る
様
に
。 

・
全
体
の
構
成
を
変
更
。
現
行
５

章
資
産
及
び
会
計
等
の
「
等
」

を
、
新
し
い
規
約
の
第
６
章
そ

の
他
を
設
け
、
整
理
。
内
規
、

細
則
で
謳
っ
て
い
る
も
の
も
本

則
の
中
に
入
れ
た
。 

・
規
約
、
細
則
と
も
多
岐
に
わ
た

り
改
正
し
た
為
、
前
規
約
を
廃

止
、
こ
の
規
約
、
細
則
を
施
行

す
る
。 

○
選
挙
管
理
委
員
会
選
任
に
つ
い
て 

・
選
挙
管
理
委
員
に
●
●
●
様
、

●
●
●
●
様
、
●
●
●
●
様
、

●
●
●
●
様
、
●
●
●
●
●
様 

○
団
表
彰 

・
昨
年
の
総
会
で
試
行
的
に
実
施

す
る
事
に
な
っ
た
、
団
活
動
に

対
し
て
表
彰
す
る
制
度
。 

①
銅
色
は
事
業
に
年
間
２
０
日

間
以
上
参
加
、 

②
銀
色
は
２
０
回
以
上
を
３
年

間
継
続 

③
金
色
は
２
０
回
以
上
を
７
年

間
継
続 

・
役
員
は 

①
３
期
（
６
年
）
で
銅
色
、 

②
５
期
（
１
０
年
）
で
銀
色
、 

③
７
期
（
１
４
年
）
で
金
色 

・
銅
色
対
象
者
は
●
●
●
●
様
、

●
●
●
●
様
、
●
●
●
●
様
、

●
●
●
●
様
、
●
●
●
●
様
の

５
名
に
賞
状
と
記
念
品 



 
 

何
故
な
ら
ば
… 

寝
転
が
っ
て
い
る
人
形
達
に
？
？
と
興

味
し
ん
し
ん(

笑)

の
ち
び
っ
こ
の
反
応

が
ス
ゴ
く
て
、
パ
パ
、
マ
マ
は
、
子
供
の

「
や
っ
て
み
た
い
！
」
の
声
に
押
さ
れ
て

最
初
は
し
ぶ
し
ぶ(

笑)
 

一
緒
に
体
験
し
終
わ
る
頃
に
は
笑
顔
に

な
り
、
会
話
も
弾
ん
で
楽
し
そ
う
で
し

た
。 ま

た
、
若
い
マ
マ
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で

は
、
前
に
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
で

「
も
し
も
の
時
の
た
め
に
知
っ
て
お
い

た
方
が
良
い
か
ら
」
と
、
積
極
的
に
体
験

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
真
剣
な
顔
で
話

を
聞
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

さ
て
…
ち
び
っ
子
達
の
反
応
は
と
い
う

と
、「
ま
た
、
や
り
た
い
！
」「
大
き
い
人

形
も
や
り
た
い
！
」
「
楽
し
か
っ
た
！
」 

と
、
思
わ
ず
笑
顔
に
な
れ
る
素
直
な
言
葉

を
聞
け
て
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。 

一
方
…
大
人
達
の
反
応
は
、「
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
」「
な
か
な
か
機
会
が
な
い
の
で
、

体
験
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
」
「
忘
れ
そ

う
だ
か
ら
、
ま
た
ど
こ
か
で
体
験
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。
」
「
今
日
は
、
こ
こ
に
来
て

良
か
っ
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
、

皆
様
か
ら
あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

こ
ち
ら
こ
そ
…
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
日
、
一
緒
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
良

か
っ
た
！
と
、
私
の
方
が
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。 

元
気
と
い
え
ば
… 

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
が
助

っ
人
に
来
て
く
れ
ま
し
た
よ
！ 

青
少
年
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
二
俣
川
看
護
学
校
の
生

徒
３
名
と
保
土
ヶ
谷
高
校
の
生
徒
２
名
の

計
５
名
で
す
。 

作戦会議？井戸端会議！！ 

セッティング完了！！ 

◆
新
入
団
員
紹
介 

●
●
●
●
さ
ん
、
●
●
●
●
さ
ん
、
の

二
人
が
入
団
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◆
赤
十
字
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
て 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
！
み
な
と
み
ら

い
で
赤
十
字
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う
！

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ⅰ

Ｓ
み
な
と
み
ら
い
に
て
「
か
な
が
わ
赤

十
字
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
が
、

５
月
１
３
日
～
５
月
１
４
日
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

初
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
駅
ナ
カ
の
大
型
商
業
施
設
と
あ
っ

て
、
お
客
様
の
層
は
若
い
家
族
連
れ
の
方

が
多
く
来
店
さ
れ
ま
し
た
。 

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
午
前
中
は
声
か
け
し

て
も
断
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
… 

ピ
ー
ク
時(

１
５
時
頃)

に
は
、
声
か
け
な

く
て
も
体
験
し
た
い
方
の
列
が
で
き
た

の
で
す
。 

 

（
く
ろ
く
ま
チ
ャ
ー
ム
付
き

ナ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
）
が
贈
ら

れ
た
。 

・
今
年
度
も
表
彰
を
続
け
る

事
が
承
認
さ
れ
た
。 

第
二
部
で
は
、
●
●
副
委
員

長
よ
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
派
遣
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。 

今
年
度
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 



 
 

彼
女
達
の
若
さ
溢
れ
る
パ
ワ
ー

は
、
回
り
を
明
る
く
さ
せ
て
く

れ
、
和
や
か
な
ブ
ー
ス
へ
と
一

気
に
変
わ
り
ま
し
た
！ 

彼
女
達
と
活
動
し
た
こ
と
に
よ

り
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。 

「
初
心
忘
れ
ず
に
！
」 

常
に
、
心
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
が
私
の
安
全
奉
仕
団
デ
ビ
ュ
ー

と
な
り
ま
し
た
。 

始
ま
る
ま
で
は
、
緊
張
し
っ
ぱ
な

し
で
し
た
が
、
仲
間
の
先
輩
方
の

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
と
て
も
居
心
地

が
良
く
な
り
ま
し
た
。
仲
間
と
し

て
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
に
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。 

い
つ
も
、
明
る
く
！ 

笑
顔
で
楽
し
く
！ 

無
理
せ
ず
に
！ 

細
く
…
長
く
…
こ
れ
か
ら
、
皆
様

と
と
も
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

やり切りました！！来年の開催も楽しみ 

ラブラブ❤２ショット 

◆
大
和
市
「
泉
の
森
公
園
」 

お
花
見
ハ
イ
ク
開
催 

四
月
二
日
（
日
）
お
花
見
ハ
イ
ク
を
大
和

市
「
泉
の
森
公
園
」
に
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。 

 

「
泉
の
森
公
園
」
は
、
水
と
緑
と
花
を

テ
ー
マ
に
付
近
を
流
れ
る
引
地
川
の
水
源

地
に
国
道
２
４
６
号
を
挟
む
よ
う
に
し
て

約
４
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
９

個
分
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
特
別
緑
地
保

全
地
区
で
す
。
散
策
す
る
に
あ
た
り
横
浜

地
区
の
桜
の
開
花
・
満
開
予
想
を
予
め
調

べ
る
と
、
開
花
日
は
三
月
二
十
五
日
、
満

開
日
は
四
月
五
日
と
あ
る
。
し
か
し
、
今

年
は
開
花
が
遅
れ
て
い
る
た
め
地
域
に
よ

っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
日
程
変
更
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
今
回
も
開
催
直

前
は
小
雨
の
日
も
あ
り
、
肌
寒
い
日
が
続

い
た
の
で
心
配
で
し
た
。 

 

当
日
は
、
晴
天
と
な
り
ま
し
た
が
、
少

し
風
が
あ
り
肌
寒
い
感
じ
で
気
温
の
上
昇

が
望
ま
れ
た
。 

 
小
田
急
線
鶴
間
駅
に
十
時
集
合
。
鶴
間

駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
徒
歩
で
大
和
市
の
住

宅
の
中
を
進
み
目
的
地
「
泉
の
森
公
園
」

に
十
時
三
十
分
頃
、
到
着
。 

 

「
泉
の
森
」
の
石
碑
前
か
ら
林
の
中
の

広
場
や
林
道
を
進
み
国
道
２
４
６
号
を
渡

り
、
先
ず
は
、
大
和
市
が
指
定
し
た
重
要

有
形
文
化
財
の
郷
土
民
家
園
（
旧
小
川
家
、

旧
北
島
家
）
の
見
学
、
そ
こ
で
、
赤
澤
委

員
長
か
ら
十
時
の
“
お
や
つ
“
と
し
て
売 

店
で
買
い
求
め
た
（
桜
餅
、
い
ち
ご
大

福
、
草
餅
な
ど
）
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、

民
家
の
縁
側
で
ご
馳
走
に
な
り
ま
し

た
。
更
に
、
林
道
を
抜
け
る
と
、
キ
ャ

ン
プ
場
が
出
て
く
る
。
残
念
な
が
ら
桜

の
開
花
は
一
〜
三
分
咲
き
で
す
が
、
花

よ
り
団
子
の
花
見
客
で
賑
わ
い
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
楽
器
を
持
ち
込
み
宴
た
け
な

わ
。 キ

ャ
ン
プ
場
を
通
り
抜
け
、
し
ら
か

し
の
い
え
、
水
車
小
屋
、
ホ
タ
ル
の
小

川
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
を
見
学
し
、

森
の
東
西
を
結
ぶ
木
製
の
橋
「
緑
の
か

け
橋
」
（
斜
張
橋
）
」
を
渡
り
、
昼
食
場

所
は
人
混
み
か
ら
少
し
離
れ
た
静
か
な

場
所
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
で
の
昼
食
、

周
囲
は
桜
、
こ
ぶ
し
、
芝
桜
、
花
桃
を

見
な
が
ら
宴
の
始
ま
り
で
す
。 

今
日
は
、
村
野
さ
ん
の
手
料
理
、
お 橋の上から景色を一望 



  
 

赤
飯
、
唐
揚
げ
、
茎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

（
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル
）
、
ゆ
で
卵

の
肉
巻
き
、
ウ
ド
の
キ
ン
ピ
ラ
な
ど
珍

し
い
お
料
理
で
舌
鼓
、
そ
の
他
皆
さ
ん

の
差
し
入
れ
が
あ
り
お
花
見
に
華
を
咲

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
、
早

朝
か
ら
起
床
し
て
準
備
さ
れ
た
村
野
さ

ん
に
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
回
桜
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
青
空
の
も
と
で
の
美
味
し
い

料
理
と
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
お
料
理
も
完
食
し
ま
し

た
と
こ
ろ
で
、
村
野
さ
ん
か
ら
講
習
会

の
派
遣
の
調
整
が
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
手

配
が
出
来
、
実
り
あ
る
親
睦
会
に
な
り

ま
し
た
。 
 
 
 

 

最
後
に
赤
澤
委
員
長
よ
り
来
年
に

向
け
て
、
お
花
見
の
穴
場
が
あ
れ
ば
情

報
を
お
願
い
し
ま
す
と
の
〆
で
終
了
。

帰
路
は
大
和
駅
迄
歩
い
て
行
き
駅
で
解 

散
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。 

◆
一
泊
研
修
会 

恒
例
と
な
っ
た
安
全
奉
仕
団
の
一
泊
研

修
会
、
３
月
４
～
５
日
に
湯
河
原
四
季

彩
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
は
６
名
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い

「
土
日
で
な
い
と
参
加
で
き
な
い
」
と

の
声
を
受
け
て
、
こ
こ
数
年
、
土
日
に

企
画
し
て
頂
い
て
い
る
の
に
一
向
に
参

加
す
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

皆
お
忙
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

と
も
、
行
き
た
く
な
い
の
か
し
ら
？ 

こ
ん
な
人
数
で
催
行
し
て
も
良
い
の
か

検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
ヶ
月
前
よ
り

予
約
を
し
、
皆
様
に
も
お
知
ら
せ
し
て

あ
る
の
で
決
行
。 

当
日
は
、
１
０
時
に
湯
河
原
駅
集
合
。

バ
ス
で
幕
山
ま
で
行
き
観
梅
。
２
月
が

暖
か
か
っ
た
の
で
、
梅
は
過
ぎ
て
い
た

が
、
色
を
残
し
、
そ
れ
な
り
に
綺
麗
で

し
た
。 

「
ト
ン
ビ
が
上
空
を
舞
っ
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
」
と
の
放
送
を

聞
き
な
が
ら
、
持
参
し
た
、
お
弁
当
や

飲
み
物
、
つ
ま
み
を
広
げ
て
、
最
初
の

研
修
…
こ
れ
か
ら
の
一
泊
研
修
の
在
り

方
、
気
軽
に
参
加
が
で
き
る
方
法
は
？ 

等
々
、
い
つ
も
は
出
店
で
干
物
を
焼
い

て
頂
く
の
で
す
が
、
周
囲
か
ら
「
臭
い

が
す
る
。
煙
が
出
る
」
と
の
苦
情
が
あ

り
今
年
は
駄
目
。
で
も
、
店
主
に
頼
ん

で
、
小
さ
な
丸
干
を
焼
い
て
も
ら
い
、

美
味
し
く
頂
い
た
。 

買
い
物
を
し
て
も
ら
え
る
ポ
イ
ン

ト
で
、
甘
酒
を
ゲ
ッ
ト
。
曇
り
空
、
少
々

冷
え
か
か
っ
た
身
体
に
生
姜
が
き
い

た
甘
酒
は
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
。 

帰
路
は
道
筋
に
あ
る
、
レ
モ
ン
、
ミ

カ
ン
、
キ
ン
カ
ン
等
の
販
売
店
を
一
軒

一
軒
品
定
め
し
、
だ
ん
だ
ん
リ
ュ
ッ
ク

を
重
く
し
な
が
ら
駅
ま
で
歩
き
、
迎
え

の
車
で
宿
に
到
着
。 

宿
の
温
泉
は
お
肌
つ
る
つ
る
。
旅
に

出
た
ら
「
温
泉
は
三
度
入
る
」
を
忠
実

に
守
り
、
何
と
も
幸
せ
。
一
年
を
通
し

て
家
に
居
る
時
は
、
食
事
の
支
度
を
す

る
の
は
当
た
り
前
（
別
に
食
事
の
支
度

を
す
る
の
が
嫌
な
わ
け
で
は
な
い
が
） 

今
夜
と
明
日
の
朝
食
は
、
何
も
し
な

い
で
食
べ
ら
れ
る
。 

今日の好き日に。はい！チーズ 

来年は是非みなさんも一緒に 

い
で
食
べ
ら
れ
る
。
一
番
の
ん
び

り
し
た
時
間
を
与
え
ら
れ
、
心
も
身

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
明
日
か
ら
ま

た
頑
張
ろ
う
と
思
い
、
周
り
の
人
に

も
自
然
と
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て

く
る
か
ら
不
思
議
。 

夜
は
、
３
回
目
の
研
修
健
康
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
な
ど
の
確

認
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
楽
し
い
話
題

が
い
っ
ぱ
い
。 

翌
日
は
、
早
く
に
帰
っ
た
２
人
を

除
き
、
４
人
で
万
葉
公
園
を
散
策
。

森
林
浴
や
滝
の
前
で
は
、
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
を
い
っ
ぱ
い
吸
い
、
楽
し
い

思
い
出
を
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
込
ん
で

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 

次
回
は
、
是
非
皆
様
も
ご
一
緒
し

ま
せ
ん
か
？ 

みんなで梅を鑑賞中 



 

今
年
度
も
安
全
だ
よ
り
の
原
稿
を
皆
様
に

依
頼
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

発
行
責
任
者 

赤
澤
精
二 

広
報
部
長 
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今
年
度
よ
り
安
全
奉
仕
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
講
習
会
の
受
講
受
付
ペ
ー
ジ
が
本

格
的
に
稼
働
し
ま
し
た
。 

知
人
、
友
人
等
で
受
講
希
望
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
活
動
予
定
や
活
動
記
録
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

安
全
赤
十
字
奉
仕
団 

委
員
長 

赤
澤
精
二 

編
集
後
記 

お
知
ら
せ 

企画部だより 

9月 10月の勉強会の内容をアンケートで皆様にお聞きした結果、無線機取り扱いと 

パソコンの操作(Excel、Word)についての希望がありました。 

 

9月 24日 無線機の取り扱いについて  講師：●●さん 

詳細は後日ご連絡致します。 

 

10月 29日 パソコンの操作(Excel、Word)、ホームページ紹介など 

持ち物 ノートパソコン 

 

まだ、10月のパソコンの講師は決まっておりません。 

Excel、Wordの操作を教えて下さる方を募集致します。是非、ご協力下さい。 

 

内容が確定したため、参加希望を取り直します。全員ご返信お願い致します。 

先日のアンケートで参加希望を出された方も、お手数ですが、メール、電話、LINEで、 

ご連絡下さい。 

参加希望でご連絡頂いた方は、勉強会が近くなりましたら、ご連絡します。 

 

 

委員長メールアドレス：red.sawa@jcom.home.ne.jp 

 

企画部長 

企画部  
 

今後の勉強会予定 

アンケートで不参加の方も予定が合いましたら是非、企画部までご連絡下さい。 

７月３０日 CPR 人形を使いデータ出し 

８月２０日 三角巾(ストッキング応用包帯) 

９月２４日 無線機取り扱い 

１０月２９日 パソコン操作（Excel、Word）ホームページ紹介 

各日とも１３時、開始です。 
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